


令和元年度 第5回 プラっとカフェ

府中多摩かるた会連盟 

競技かるたを始めたきっかけは何ですか？ 競技かるたは、もうスポーツですよね。

小学生の時に学校で句を覚えさせられたことが、かるたを
始めた最初のきっかけです。
それから地域のかるた会に参加したり、学校で同好会を作
ったりして、大人になって就職した今でもずっと競技かるた
に関わっています。
自分にとって競技かるたの魅力は、そのスポーツ性ですね。
常に勝ち負けが決まり、遊びであって遊びでないので。

そうなんですが、競技かるたのように年齢性別問わず戦え
るスポーツはあまりないですよね。
子どももお年寄りも、男女も関係なく、誰もが一緒に競技
することができます。こういう人が有利だ、などはないですし。
かるたが好きで、一生懸命に練習すれば上達します。
もちろん、全員が大きな大会で優勝することを目指す必要
はないです。その人その人にあった楽しみ方を大切にして
ほしいです。親子で会に参加してみて、子どもは辞めても
親だけが続けている人もいます。特別な道具は必要ない
ので、気軽に始めることができるのも良いところですよね。

「ちはやふる」のおかげで、競技人口が一気に増えてありがたいです。それまではけっこうマイナーでしたから。以前は成人
男性が多かったですが、若い女性が増えました。
今年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピック開催の年。日本の伝承文化としての競技かるたを、自分たちがずっと
練習してきた地元・府中から発信していきたいと思っています。

（府中白妙会会長・松木隆佳さん、府中多摩かるた会連盟・橋本扶さん）

白妙会は、「ちはやふる」のモデルになった会ですね。

昭和６３年に有志が集まって練習を開始し、平成２年に
会を設立しました。２０２０年でちょうど３０周年です。
府中市の分梅町一丁目公会堂や、片町文化センターで
練習しています。
初心者からベテランまで、年代を問わずたくさんの
仲間が練習に励んでいます。


